
神奈川県立鎌倉支援学校

〠247-0075 鎌倉市関谷566 ☎ 0467-45-1954（支援G直通） 担当：ワシダ

287 金

10:0031 月
12:00

28 28 31
OTが伝える

身体のしくみ・発達

講座① 10:00～12:00

『苦手・難しい』には

理由がある！

OT(作業療法士)が伝える

身体のしくみや発達

Drからみた

医療的ケアが

必要な子どもたち

講座② 14:00～16:00

医療からみた

医療的ケアを必要とする

子どもと家族の生活について

学校でできる

支援アプローチ

講座③ 10:00～12:00

『支援級・支援学校で役立つ
太田ステージ評価を活かした
支援アプローチ』

～自己肯定感を育むために～

申し込みは 右のQRコードから 7月14日 締切 定員：各回先着120名

お1人ずつ、QRコードから申し込みフォームへ入力し、お申し込みください。

右記の申込フォームは、申込完了の表示は出ません。

申し込み不可の場合は、いただいた連絡先にご連絡させていただきます。

締切前に定員に達した際は、本校HPでお知らせします。

QRコードからの申し込みが難しい場合は、下記の電話番号にご連絡ください。

※いただいた個人情報は、出席の確認や連絡が必要な際に使用させていただきます。

講座終了まで厳重に管理し、終了後は速やかに破棄いたします。

金 金 月

～
月 日 日

令和5年度

夏季公開講座

14:00 16:00～

地域の方へ

会場：鎌倉支援学校 体育館

申し込みフォーム

https://onl.la/cHGKvFw

対象：教職員、保護者、施設職員 等



講座① 令和 5年 7月 28日 (金) 10:00 ～ 12:00

☆座れない、書けない子どもたちの身体はどうなっているの？
☆落ち着かない子・不器用な子の身体のしくみって？

事例を通して、OT目線で考える「障害特性と身体のしくみの関係」「発達段階」をふまえた
見立て方や、日頃の指導に役立つ具体的なアプローチなどについてお話しします。

講座② 令和 5年 7月 28日 (金) 14:00 ～ 16:00

こども医療センターで、医療的ケアが必要な子どもたちが家庭に戻っていくまでの様子を、

事例を通して分かりやすくお話しします。
日頃関わる子どもたちのことを、医療の現場という視点から知ることができます。

講座③ 令和 5年 7月 31日 (月) 10:00 ～ 12:00

☆対象の方が無理なく行うことができ、効果が出やすい目標を立てるにはどうしたら良い？
☆目標を達成するための、具体的なアプローチ方法ってどんなことがある？

主に学校でできる、太田ステージ評価を活かした支援アプローチについてお話しします。

＜参加に向けての注意点＞

・上履きをご持参ください。
・開催当日の保育はありません。
・原則として公共交通機関を利用し、自家用車でのご来校はご遠慮ください。
・7月28日は、講座①終了後、昼食・休憩スペースを用意いたします。
・開催の可否は、当日8:40までに、本校ホームページに掲載いたします。
各自で確認の上、ご来校ください。

神奈川県立鎌倉支援学校 令和5年度 夏季公開講座

『苦手』・『難しい』には理由がある！～ OTが伝える身体のしくみや発達 ～

神奈川県立藤沢支援学校 自立活動教諭（専門職）作業療法士 岡本翔子 氏

支援級・支援学校で役立つ、太田ステージ評価を活かした支援アプローチ
～自己肯定感を育むために～

昭和女子大学 人間社会学部 心理学科 教授 松永しのぶ 氏

＜医療からみた医療的ケアを必要とする子どもと家族の生活について＞
神奈川県立こども医療センター 地域連携家族支援局長
医師 星野陸夫 氏


